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(57)【要約】
【課題】
顔料含有量が高く、薄膜かつ微細画素において、密着性が良好で、且つ直線性、パタ－ン
形状、解像度、現像性、溶剤耐性に優れた固体撮像素子用着色組成物、およびそれを用い
たカラーフィルタを提供すること。
【解決手段】
　前記課題は、一般式（１）で表される光重合開始剤（Ａ）を含有し、且つ樹脂（Ｂ）と
、光重合性化合物（Ｃ）と、着色剤（Ｄ）とを含有する固体撮像素子用着色組成物であっ
て、光重合性化合物（Ｃ）が少なくとも酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）および／ま
たはエチレンオキシ基を有する多官能モノマーを含有し、さらに該酸基を有する多官能モ
ノマー（Ｃ１）の酸価が４０ＫＯＨ－ｍｇ／ｇ未満であることを特徴とする固体撮像素子
用着色組成物により解決される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（１）で表される光重合開始剤（Ａ）と、樹脂（Ｂ）と、光重合性化合物（Ｃ
）と、着色剤（Ｄ）とを含有する固体撮像素子用着色組成物であって、光重合性化合物（
Ｃ）が少なくとも酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）および／またはエチレンオキシ基
を有する多官能モノマーを含有し、さらに該酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）の酸価
が４０ＫＯＨ－ｍｇ／ｇ以下であることを特徴とする固体撮像素子用着色組成物。
一般式（１）
【化１】

〔一般式（１）において、Ｘ1、Ｘ3～Ｘ5は、水素原子、炭素数１～１２の直鎖状もしく
は分岐状のアルキル基、炭素数３～２０の環状のアルキル基、またはフェニル基を示し、
各アルキル基およびフェニル基は、ハロゲン原子、炭素数１～６のアルコキシル基、およ
びフェニル基からなる群から選ばれる置換基で置換されていてもよい。Ｘ2はシクロアル
キル基で置換された炭素数１～２０のアルキル基を表す。〕
【請求項２】
樹脂（Ｂ）が少なくともアルカリ可溶性感光性樹脂であることを特徴とする請求項１に記
載の固体撮像素子用着色組成物。
【請求項３】
　基材上に、請求項１または２に記載の着色組成物から形成されてなるフィルタセグメン
トを具備する固体撮像素子用カラーフィルタ。
【請求項４】
　請求項３に記載の固体撮像素子用カラーフィルタを備えた固体撮像素子。
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、Ｃ－ＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ Ｍｅｔａｌ Ｏｘｉｄｅ Ｓｅ
ｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ：相補型金属酸化膜半導体）、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ Ｃｏｕｐ
ｌｅｄ Ｄｅｖｉｃｅ：電荷結合素子）などに代表される固体撮像素子に装着される固体
撮像素子用カラーフィルタ、該カラーフィルタを備えた固体撮像素子、および固体撮像素
子用感光性着色組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｃ－ＭＯＳ、ＣＣＤなどの固体撮像素子は、その受光素子上にＢ（青）、Ｇ（緑）、Ｒ
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（赤）の加法混合の原色のフィルタセグメントを具備するカラーフィルタをそれぞれ配設
して色分解するのが一般的である。近年、固体撮像素子の小型化および高画素化によって
１画素当たりの面積が減少する方向にある。その結果、撮像素子に装着されるカラーフィ
ルタの薄膜化ならびに着色成分を高濃度化することが要求されている。
【０００３】
　カラーフィルタの製造方法には、色材に染料を使った染色法、染料分散法や、色材に顔
料を使った顔料分散法、印刷法、電着法などがある。このうち染色法、あるいは染色分散
法は色素が染料であることから、耐熱性や耐光性にやや劣る欠点がある。よってカラーフ
ィルタの色材としては耐熱性や耐光性に優れる顔料が用いられ、製造方法としては形成方
法の精度や安定性から顔料分散法を用いる場合が多い。
【０００４】
　顔料分散法は、透明樹脂中に色素である顔料粒子を分散させたものに感光剤や添加剤な
どを混合・調合することによってカラーレジスト化し、このカラーレジストを基板上にス
ピンコーターなどの塗布装置により塗膜形成し、アライナーやステッパー等によりマスク
を介して選択的に露光を行い、アルカリ現像、熱硬化処理をすることによりパターニング
し、この操作を繰り返すことによってカラーフィルタを作製する方法である。
【０００５】
　近年では、透過率すなわち明度や、色純度の向上、フィルタセグメントを形成する際の
塗布均一性、感度、現像性、パターン形状など、カラーフィルタに対する色特性の要求が
高まっている。特にビデオカメラやデジタルカメラ、カラースキャナー等に使われている
固体撮像素子に用いられているカラーフィルタにおいては、高精細化、高輝度化、高色再
現性が要求されており、透過率が高く、色再現性、色分離性の優れたカラーフィルタが求
められている。
【０００６】
カラーフィルタの色再現特性向上のためには、感光性着色組成物中の顔料の含有量を多く
する必要がある。しかしながら、顔料の含有量を多くすると、感度低下、現像性及び解像
性が悪化する等の問題が発生する。このような問題を解決するため、特許文献１、２に記
載されているように、感光性着色組成物では一般的に、（１）樹脂の反応性二重結合の付
与、（２）光重合開始剤、増感剤の増量、（３）モノマーの選択あるいは増量等が行われ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－２６４５３０号公報
【特許文献２】特開２００３－１５６８４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
しかしながら、樹脂の二重結合の付与や光重合開始剤、増感剤およびモノマーの選択だけ
では、感度向上には限界がある。特に、光重合開始剤を増量すると、光重合開始剤特有の
色による着色、耐熱性の低下、光透過率の減少、解像力の低下等が生じる。また、モノマ
ーを増量すると、タック等の問題が生じる。
【０００９】
そこで、本発明は、顔料含有量が高く、薄膜かつ微細画素において、高感度で密着性が良
好で、且つ直線性、パタ－ン形状、解像度、現像性、溶剤耐性が優れた感光性着色組成物
、およびそれを用いたカラーフィルタの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
本発明の感光性着色組成物は、特定の化合物を光重合開始剤として用いることにより、高
感度であり、且つ優れた直線性、パタ－ン形状、解像度、現像耐性、現像性、薬品耐性、
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溶剤耐性が得られることを見出したものであって、下記一般式（１）で表される光重合開
始剤を用いることを特徴とする。
【００１１】
すなわち、本発明の感光性着色組成物は、下記一般式（１）で表される光重合開始剤（Ａ
）を含有し且つ樹脂（Ｂ）と、光重合性化合物（Ｃ）と、着色剤（Ｄ）とを含有する固体
撮像素子用着色組成物であって、光重合性化合物（Ｃ）が少なくとも酸基を有する多官能
モノマー（Ｃ１）および／またはエチレンオキシ基を有する多官能モノマーを含有し、さ
らに該酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）の酸価が４０ＫＯＨ－ｍｇ／ｇ以下であるこ
とを特徴とする固体撮像素子用着色組成物である。

一般式（１）
【化１】

〔一般式（１）において、Ｘ1、Ｘ3～Ｘ5は、水素原子、炭素数１～１２の直鎖状もしく
は分岐状のアルキル基、炭素数３～２０の環状のアルキル基、またはフェニル基を示し、
各アルキル基およびフェニル基は、ハロゲン原子、炭素数１～６のアルコキシル基、およ
びフェニル基からなる群から選ばれる置換基で置換されていてもよい。Ｘ2はシクロアル
キル基で置換された炭素数１～２０のアルキル基を表す。〕
【００１２】
また、本発明は、さらに樹脂（Ｂ）が少なくともアルカリ可溶性感光性樹脂であることを
特徴とする前記固体撮像素子用着色組成物に関する。
【００１３】
また、本発明は、基材上に、前記着色組成物から形成されてなるフィルタセグメントを具
備する固体撮像素子用カラーフィルタに関する。
【００１４】
　また、本発明は、前記固体撮像素子用カラーフィルタを備えた固体撮像素子に関する。
【発明の効果】
【００１５】
本発明の固体撮像素子用着色組成物により、顔料含有量が高く、薄膜かつ微細画素におい
て、高感度で密着性が良好で、且つ直線性、パタ－ン形状、解像度、現像性、溶剤耐性に
優れた固体撮像素子用カラーフィルタの製造が可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
まず、本発明における固体撮像素子用着色組成物について具体的に説明する。
本発明の固体撮像素子用着色組成物は、一般式（１）で表される光重合開始剤（Ａ）を含
有し且つ樹脂（Ｂ）と、光重合性化合物（Ｃ）と、着色剤（Ｄ）を含有し、光重合性化合
物（Ｃ）が少なくとも酸価が４０ＫＯＨ－ｍｇ／ｇ以下の酸基を有する多官能モノマー（
Ｃ１）および／またはエチレンオキシ基を有する多官能モノマーを含む。
一般式（１）で表される化合物を含む光重合開始剤（Ａ）は、感度が高く、特に高残膜率
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の塗膜が得られることから、カラーフィルタの生産安定性に優れた固体撮像素子用着色組
成物が得られる。該光重合開始剤を含有する固体撮像素子用着色組成物を用いることによ
り、高感度で密着性が良好で、且つ直線性、パタ－ン形状、解像度、現像性、溶剤耐性に
優れた固体撮像素子用カラーフィルタを形成することができる。
また、酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）を併用することでさらに優れた現像性を得る
ことができるため、高顔料濃度の組成においても現像残渣が少なく、高解像度で良好なパ
ターン形状が得ることができる。
【００１７】
＜光重合開始剤（Ａ）＞
本発明の固体撮像素子用着色組成物に含有される光重合開始剤（Ａ）は、一般式（１）で
表される化合物である。
一般式（１）
【化１】

〔一般式（１）において、Ｘ1、Ｘ3～Ｘ5は、水素原子、炭素数１～１２の直鎖状もしく
は分岐状のアルキル基、炭素数３～２０の環状のアルキル基、またはフェニル基を示し、
各アルキル基およびフェニル基は、ハロゲン原子、炭素数１～６のアルコキシル基、およ
びフェニル基からなる群から選ばれる置換基で置換されていてもよい。Ｘ2はシクロアル
キル基で置換された炭素数１～２０のアルキル基を表す。〕
【００１８】
オキシムエステル系光重合開始剤は紫外線を吸収することによってオキシムのＮ－Ｏ結合
の解裂がおこり、イミニルラジカルとベンゾイロキシラジカルやアルキロキシラジカルを
生成する。これらのラジカルは更に分解することにより活性の高いラジカルを生成するた
め、少ない露光量でパターンを形成させることができる。
【００１９】
一般式（１）において、Ｘ1とＸ3～Ｘ5の炭素数１～１２の直鎖状または分岐状のアルキ
ル基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブ
チル基、ｉ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシ
ル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル
基、ｎ－ドデシル基等が挙げられ、炭素数３～２０の環状のアルキル基としては、シクロ
プロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基
、シクロオクチル基、シクロオクタデシル基といったシクロアルキル基等が挙げられる。
【００２０】
また、Ｘ1とＸ3～Ｘ5の各アルキル基および各フェニル基に対する置換基としては、アル
コキシル基としては、例えば、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉ－プロポ
キシ基、ｎ－ブトキシ基、ｔ－ブトキシ基等が挙げられ、ハロゲン原子としては、例えば
、フッ素原子、塩素原子等が挙げられる。
【００２１】
前記各アルキル基および各フェニル基は、２個以上の置換基で置換されていてもよい。
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【００２２】
一般式（１）において、Ｘ1 としては、メチル基、エチル基、フェニル基等が合成面や着
色組成物としての特性面から好ましく、また、Ｘ3 、Ｘ4 およびＸ5 としては、水素原子
、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基等が合成面や着色組成物として
の特性面から好ましい。
【００２３】
Ｘ2はシクロアルキル基で置換された炭素数１～２０のアルキル基であり、特にシクロペ
ンチル基で置換されたアルキル基であることが、光重合開始剤の合成面や安定性の面にお
いて有利である。
【００２４】
最も好ましい光重合開始剤（Ａ）の構造として、下記式（２）で表される化合物が挙げら
れる。

式（２）

【化２】

【００２５】
本発明の着色組成物に含有される光重合開始剤（Ａ）は、オキシムエステル系光重合開始
剤である。オキシムエステル系光重合開始剤は、紫外線を吸収することによってオキシム
エステル部分が分解してイミニルラジカルとアルキロキシラジカルを生成し、さらに分解
して生成した活性種のラジカルが反応を引き起こすと考えられているが、本発明の感光性
着色組成物に含有される光重合開始剤（Ａ）は、一般式（１）で表される構造を有するこ
とにより、紫外線照射による分解効率が非常に高く、少ない露光量でパターンを形成させ
ることができる。
【００２６】
本発明の光重合開始剤（Ａ）が従来の開始剤よりも高感度に機能しうる理由としては、次
にあげる２つの理由が可能性として考えられるが、詳細は明らかではない。
【００２７】
１つ目の理由としては、本発明の光重合開始剤（Ａ）は、一般式（１）で表される構造が
良好な紫外線吸収性能を有することにより、与えられたエネルギー線によるエネルギーを
極めて良好に吸収することができることである。さらに、得られたエネルギーがオキシム
エステル部位の分解に効率的に使用されることにより、エネルギー線照射による分解が速
く、瞬時に多量のラジカルを生成することが可能になっていることが考えられる。
【００２８】
２つ目の理由としては、本発明の光重合開始剤（Ａ）は、紫外線を吸収して発生したイミ
ニルラジカルから活性種のラジカルへの分解が、一般式（１）で表される構造に由来して
、非常に速いことが考えられる。生成するイミニルラジカルが準安定であれば分解は遅く
なり、活性なラジカルの生成量は少なくなるが、これは紫外線吸収部分の化学構造により
大きく影響を受ける。本発明の光重合開始剤（Ａ）は、一般式（１）に示す構造をとるこ
とにより、光照射による分解により生じたイミニルラジカルの分解が非常に速く、多量の
ラジカルを生成する結果をもたらしていると考えられる。
【００２９】
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また、本発明の光重合開始剤（Ａ）は、上述したように、イミニルラジカルの分解が非常
に速いため再結合が抑制されていることが考えられる。再結合が多い場合、分解により生
じた活性種が減少してしまうため、ラジカル重合開始剤としての機能は低下する。
【００３０】
一般式（１）で表される光重合開始剤（Ａ）は、感光性着色組成物中の着色剤（Ｄ）１０
０重量部に対して、１～２００重量部、好ましくは１～１５０重量部の量で用いることが
できる。光重合開始剤（Ａ）が感光性着色組成物中の着色剤（Ｄ）１００重量部に対して
、１より少ない場合、感光性樹脂組成物の感度が不足し、２００重量部より多い場合、解
像度の低下および塗膜の強度が弱くなってしまうため好ましくない。
【００３１】
＜樹脂（Ｂ）＞
本発明の固体撮像素子用着色組成物に含有される樹脂（Ｂ）は、着色剤を分散するもので
あって、例えば、熱可塑性樹脂等が挙げられる。樹脂（Ｂ）は、可視光領域の４００～７
００ｎｍの全波長領域において分光透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５
％以上の透明樹脂であることが好ましい。また、アルカリ現像型感光性着色組成物の形態
で用いる場合には、酸性置換基含有エチレン性不飽和単量体を共重合したアルカリ可溶性
ビニル系樹脂を用いることが好ましい。また、さらに光感度を向上させるために、エチレ
ン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂を用いることもできる。
【００３２】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン
酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル
－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、ビニ
ル系樹脂、アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム
系樹脂、セルロース類、ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ポリブタジエン、およびポリイミ
ド樹脂等が挙げられる。
【００３３】
　酸性置換基含有エチレン性不飽和単量体を共重合したビニル系アルカリ可溶性樹脂とし
ては、例えば、カルボキシル基、スルホン基等の酸性置換基を有する樹脂が挙げられる。
アルカリ可溶性樹脂として具体的には、酸性置換基を有するアクリル樹脂、α－オレフィ
ン／（無水）マレイン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／
（メタ）アクリル酸共重合体、又はイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げ
られる。中でも、酸性置換基を有するアクリル樹脂、およびスチレン／スチレンスルホン
酸共重合体から選ばれる少なくとも１種の樹脂、特に酸性置換基を有するアクリル樹脂は
、耐熱性、透明性が高いため、好適に用いられる。
【００３４】
　エチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂としては、たとえば以
下に示す(ｉ)や(ｉｉ)の方法によりエチレン性不飽和二重結合を導入した樹脂が挙げられ
る。
【００３５】
　[方法(ｉ)]
　方法(ｉ)としては、例えば、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体と、他の１種
類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖エポキシ基に、エチ
レン性不飽和二重結合を有する不飽和一塩基酸のカルボキシル基を付加反応させ、更に、
生成した水酸基に、多塩基酸無水物を反応させ、エチレン性不飽和二重結合およびカルボ
キシル基を導入する方法がある。
【００３６】
　エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体としては、例えば、グリシジル（メタ）ア
クリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、２－グリシドキシエチル（メタ）
アクリレート、３，４－エポキシブチル（メタ）アクリレート、及び３，４－エポキシシ
クロヘキシル（メタ）アクリレートが挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
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を併用してもかまわない。次工程の不飽和一塩基酸との反応性の観点で、グリシジル（メ
タ）アクリレートが好ましい。
【００３７】
　不飽和一塩基酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル
安息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、
シアノ置換体等のモノカルボン酸等が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。
【００３８】
　多塩基酸無水物としては、テトラヒドロ無水フタル酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無
水フタル酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらは単独で用いても、２
種類以上を併用してもかまわない。カルボキシル基の数を増やす等、必要に応じて、トリ
メリット酸無水物等のトリカルボン酸無水物を用いたり、ピロメリット酸二無水物等のテ
トラカルボン酸二無水物を用いて、残った無水物基を加水分解したりすること等もできる
。また、多塩基酸無水物として、エチレン性不飽和二重結合を有する、テトラヒドロ無水
フタル酸、又は無水マレイン酸を用いると、更にエチレン性不飽和二重結合を増やすこと
ができる。
【００３９】
　方法(ｉ)の類似の方法として、例えば、カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量
体と、他の１種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖カル
ボキシル基の一部に、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体を付加反応させ、エチ
レン性不飽和二重結合およびカルボキシル基を導入する方法がある。
【００４０】
　[方法(ｉｉ)]
　方法(ｉｉ)としては、水酸基を有するエチレン性不飽和単量体を使用し、他のカルボキ
シル基を有する不飽和一塩基酸の単量体や、他の単量体とを共重合することによって得ら
れた共重合体の側鎖水酸基に、イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体のイソ
シアネート基を反応させる方法がある。
【００４１】
　水酸基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－若しくは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３
－若しくは4－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレ
ート、又はシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキ
ルメタアクリレート類が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併用して用
いてもかまわない。また、上記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに、エチレンオ
キシド、プロピレンオキシド、及び／又はブチレンオキシド等を付加重合させたポリエー
テルモノ（メタ）アクリレートや、ポリγ－バレロラクトン、ポリε－カプロラクトン、
及び／又はポリ１２－ヒドロキシステアリン酸等を付加したポリエステルモノ（メタ）ア
クリレートも使用できる。塗膜異物抑制の観点から、２－ヒドロキシエチルメタアクリレ
ート、又はグリセロールメタアクリレートが好ましい。
【００４２】
　イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルイソシアネート、又は１，１－ビス〔メタアクリロイルオキシ〕エチルイ
ソシアネート等が挙げられるが、これらに限定することなく、２種類以上併用することも
できる。
【００４３】
　着色剤を好ましく分散させるためには、樹脂（Ｂ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は１０，
０００～１００，０００の範囲が好ましく、より好ましくは１０，０００～８０，０００
の範囲である。また数平均分子量（Ｍｎ）は５，０００～５０，０００の範囲が好ましく
、Ｍｗ／Ｍｎの値は１０以下であることが好ましい。
【００４４】



(9) JP 2017-194622 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

　また、着色剤の分散性、安定性、現像性、及び耐熱性の観点から、着色剤吸着基及び現
像時のアルカリ可溶性基として働くカルボキシル基、着色剤担体及び溶剤に対する親和性
基として働く脂肪族基及び芳香族基のバランスが、顔料の分散性、塗膜における現像液浸
透性、未硬化部分の現像液溶解性、さらには耐久性にとって重要であり、酸価２０～３０
０ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を用いることが好ましい。酸価が、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では
、現像液に対する溶解性が悪く、微細パターン形成するのが困難である。また３００ｍｇ
ＫＯＨ／ｇを超えると、微細パターンが残らなくなる場合がある。
【００４５】
　樹脂（Ｂ）は、成膜性および諸耐性が良好なことから、着色剤（ａ）の全重量１００重
量部に対して、３０重量部以上の量で用いることが好ましく、着色剤濃度が高く、良好な
色特性を発現できることから、５００重量部以下の量で用いることが好ましい。より好ま
しくは１００～４００重量部。さらに好ましくは１６０～３２０重量部である。このよう
な顔料の構成比率により色度領域を広げることができる。
【００４６】
　熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マ
レイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、およびフェノール樹
脂等が挙げられる。中でも、耐熱性向上の観点から、エポキシ樹脂、メラミン樹脂がより
好適に用いられる。
【００４７】
＜光重合性化合物（Ｃ）＞
本発明の固体撮像素子用着色組成物に含有される光重合性化合物（Ｃ）は、酸価が４０Ｋ
ＯＨ－ｍｇ／ｇ以下の酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）を含み、一部にラジカルによ
り重合が誘起されるモノマー（他の光重合性モノマー（Ｃ２））を含むこともできる。
【００４８】
＜酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）＞
本発明における酸性基を有する多官能モノマーは、例えば、多価アルコールと（メタ）ア
クリル酸との遊離水酸基含有ポリ（メタ）アクリレート類と、ジカルボン酸類とのエステ
ル化物；多価カルボン酸と、モノヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート類とのエステ
ル化物等を挙げることができる。具体例としては、トリメチロールプロパンジアクリレー
ト、トリメチロールプロパンジメタクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート
、ペンタエリスリトールトリメタクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレー
ト、ジペンタエリスリトールペンタメタクリレート等のモノヒドロキシオリゴアクリレー
トまたはモノヒドロキシオリゴメタクリレート類と、マロン酸、こはく酸、グルタル酸、
テレフタル酸等のジカルボン酸類との遊離カルボキシル基含有モノエステル化物；プロパ
ン－１，２，３－トリカルボン酸（トリカルバリル酸）、ブタン－１，２，４－トリカル
ボン酸、ベンゼン－１，２，３－トリカルボン酸、ベンゼン－１，３，４－トリカルボン
酸、ベンゼン－１，３，５－トリカルボン酸等のトリカルボン酸類と、２－ヒドロキシエ
チルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルアク
リレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート等のモノヒドロキシモノアクリレート
またはモノヒドロキシモノメタクリレート類との遊離カルボキシル基含有オリゴエステル
化物等を挙げることができる。
また、下記式（３）により表わされる化合物も好ましく用いることができる。
【００４９】
式（３）
（Ｈ2Ｃ＝Ｃ(Ｒ4)ＣＯＯ）m－Ｘ－（ＯＣＯＣＨ(Ｒ4)ＣＨ2Ｓ(Ｒ5)ＣＯＯＨ）n 
（式中、Ｒ4は水素原子またはメチル基、Ｒ5は炭素数１～１２の炭化水素基、Ｘは（ｍ＋
ｎ）価の炭素数３～６０の有機基、ｍは２～１８の整数、ｎは１～３の整数を示す。）
【００５０】
ここで、式（３）で表される化合物は、例えば、以下の方法により容易に得ることができ
る。
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（１）Ｘで表される有機基を与える化合物をアクリル酸とエステル化してアクリル化させ
た後、得られた化合物にメルカプト化合物を付加させる方法
（２）Ｘで表される有機基を与える化合物をポリイソシアネート化合物で変性させた後、
得られた化合物に水酸基を有するアクリレート化合物でアクリル化させた後、得られた化
合物にメルカプト化合物を付加させる方法
（３）Ｘで表される有機基を与える化合物をアクリル酸とエステル化してアクリル化させ
た後、ポリイソシアネート化合物で変性させ、得られた化合物にメルカプト化合物を付加
させる方法。
【００５１】
Ｘで表される有機基を与える化合物としては、ペンタエリスリトール、ペンタエリスリト
ールのカプロラクトン変性物、ペンタエリスリトールのポリイソシアネート変性物、及び
ジペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトールのカプロラクトン変性物、ジペンタエ
リスリトールのポリイソシアネート変性物を挙げることができる。
【００５２】
メルカプト化合物としては、例えば、メルカプト酢酸、２-メルカプトプロピオン酸、３
－メルカプトプロピオン酸、ｏ－メルカプト安息香酸、２－メルカプトニコチン酸、メル
カプトコハク酸などが挙げられる。
【００５３】
本発明における酸性基を有する多官能モノマーは、酸価が５～３５ＫＯＨ－ｍｇ／ｇであ
ることが好ましく、１０～３０ＫＯＨ－ｍｇ／ｇであることがより好ましい。
【００５４】
＜その他のモノマーＣ２＞
本発明の着色組成物に含有される光重合性化合物（Ｃ）は、光重合性モノマーまたはオリ
ゴマーであり、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、エ
チル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキ
シプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β－カルボキ
シエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，
６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパン
トリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、１，６－
ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグ
リシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテ
ルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、エチ
レンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキ
サイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリス（アクリロキシエ
チル）イソシアヌレート、トリス（メタクリロキシエチル）イソシアヌレート、トリシク
ロデカニル（メタ）アクリレート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メ
タ）アクリル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタンアクリレート等の各
種アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢
酸ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペ
ンタエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられる
。これらは、単独でまたは２種類以上混合して用いることができる。
【００５５】
上記モノマーの中でも、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリス（
メタクリロキシエチル）イソシアヌレートが好ましい。
【００５６】
酸基を有する多官能モノマー（Ｃ１）とその他のモノマーＹは併用することが基材とのパ
ターン形状の点で好ましく、併用する場合には、多官能モノマー（Ｃ１）の重量〔ＭＣ１

〕とその他のモノマーＣ２の重量〔ＭＣ２〕との比率〔ＭＣ１／ＭＣ２〕が０．０３～３
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０．００が好ましい。より好ましくは、０．０５～２０．００である。
【００５７】
光重合性化合物（Ｃ）は、着色組成物中の着色剤（Ｄ）１００重量部に対して、１０～３
００重量部、好ましくは１０～２００重量部の量で用いることができる。
【００５８】
着色組成物において、光重合開始剤（Ａ）の重量〔Ｉa〕と光重合性化合物（Ｃ）の重量
〔Ｍ〕との比率〔Ｉa／Ｍ〕は、０．０３～１．００であることが好ましく、０．０４～
０．９５であることがより好ましい。
【００５９】
＜顔料（Ｄ）＞
本発明の着色組成物に含有される着色剤（Ｄ）としては、有機または無機の顔料を、単独
でまたは２種類以上混合して用いることができる。顔料のなかでは、発色性が高く、且つ
耐熱性の高い顔料が好ましく、通常は有機顔料が用いられる。
【００６０】
以下に、本発明の着色組成物に使用可能な有機顔料の具体例を、カラーインデックス番号
で示す。
【００６１】
これらの有機顔料として具体的には、
赤色顔料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、８、
９、１２、１４、１５、１６、１７、２１、２２、２３、３１、３２、３７、３８、４１
、４７、４８、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９、４９：１、４９：２、
５０：１、５２：１、５２：２、５３、５３：１、５３：２、５３：３、５７、５７：１
、５７：２、５８：４、６０、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、６９
、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、９０：１、１ ０１、
１０１：１、１０４、１０８、１０８：１、１０９、１１２、１１３、１１４、１２２、
１２３、１４４、１４６、１４７、１４９、１５１、１６６、１６８、１６９、１７０、
１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８１、１８４、
１８５、１８７、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、２０６、２０７、
２０８、２０９、２１０、２１４、２１６、２２０、２２１、２２４、２３０、２３１、
２３２、２３３、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４５、
２４７、２４９、２５０、２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５８、
２５９、２６０、２６２、２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６９、
２７０、２７１、２７２、２７３、２７４、２７５、２７６などを挙げることができる。
赤色顔料と同様にはたらくオレンジ色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメント オレン
ジ３６、３８、４３、５１、５５、５９、６１等のオレンジ色顔料を用いることができる
。
　これらの中でも、高着色力を得る観点から、赤色顔料としてＣ．Ｉ．ピグメントレッド
２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７を用いることが特に好ましいものである。
【００６２】
　青色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、９、１４、１５、１
５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７、１９、２５、２７、２
８、２９、３３、３５、３６、５６、５６：１、６０、６１、６１：１、６２、６３、６
６、６７、６８、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７８、７９などを挙げることが
できる。これらの中でも高着色力を得る観点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー
１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、または１５：６であり、更に好ましく
はＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６である。
【００６３】
　緑色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントグリーン１、２、４、７、８、１０、１
３、１４、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１、５４、５５
または５８を挙げることができる。これらの中でも、高着色力を得るから、好ましくはＣ
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．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６または５８である。
【００６４】
　黄色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、１：１、２、３、４、５、
６、９、１０、１２、１３、１４、１６、１７、２４、３１、３２、３４、３５、３５：
１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、５３、５５、６
１、６２、６２：１、６３、６５、７３、７４、７５，８１、８３、８７、９３、９４、
９５、９７、１００、１０１、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１
６、１１７、１１９、１２０、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１２９、１３３、
１３４、１３６、１３８、１３９、１４２、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、
１５４、１５５、１５７、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３、１７４、１７５、
１７６、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、
１９１、１９１：１、１９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９
９、２００、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８などを挙げるこ
とができる。これらの中でも、高着色力をを得る観点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメン
トイエロー８３、１１７、１２９、１３８、１３９、１５０、１５４、１５５、１８０、
または１８５であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、１３８、１３９
、１５０、または１８５である。
【００６５】
　紫色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１：１、２、２：２、
３、３：１、３：３、５、５：１、１４、１５、１６、１９、２３、２５、２７、２９、
３１、３２、３７、３９、４２、４４、４７、４９、５０などを挙げることができる。こ
れらの中でも、高着色力を得る観点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１
９、または２３であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３である。
【００６６】
また、無機顔料としては、硫酸バリウム、亜鉛華、硫酸鉛、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら（
赤色酸化鉄（ＩＩＩ））、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑、アン
バー、チタンブラック、合成鉄黒、酸化チタン、四酸化鉄などの金属酸化物粉、金属硫化
物粉、金属粉等が挙げられる。無機顔料は、彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗布
性、感度、現像性等を確保するために、有機顔料と組み合わせて用いられる。
【００６７】
本発明の着色組成物には、調色のため、耐熱性を低下させない範囲内で染料を含有させる
ことができる。
【００６８】
本発明の着色組成物の全不揮発成分を基準（１００重量％）として、好ましい顔料（Ｄ）
成分の濃度は、充分な色再現性を得る観点から１０重量％以上であり、より好ましくは１
５重量％以上であり、最も好ましくは２０重量％以上である。また、感光性着色組成物の
安定性が良くなることから、好ましい顔料（Ｄ）成分の濃度は９０重量％以下であり、よ
り好ましくは８０重量％以下であり、最も好ましくは７０重量％以下である。
【００６９】
＜レベリング剤＞
　本発明の着色組成物には、透明基板上での組成物のレベリング性をよくするため、レベ
リング剤を添加することが好ましい。レベリング剤としては、主鎖にポリエーテル構造ま
たはポリエステル構造を有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖にポリエーテル構造
を有するジメチルシロキサンの具体例としては、東レ・ダウコーニング社製ＦＺ－２１２
２、ビックケミー社製ＢＹＫ－３３３などが挙げられる。主鎖にポリエステル構造を有す
るジメチルシロキサンの具体例としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３１０、ＢＹＫ－３
７０などが挙げられる。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロキサンと、主鎖に
ポリエステル構造を有するジメチルシロキサンとは、併用することもできる。レベリング
剤の含有量は通常、感光性着色組成物の全重量を基準（１００重量％）として、０．００
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３～０．５重量％用いることが好ましい。
【００７０】
　レベリング剤として特に好ましいものとしては、分子内に疎水基と親水基を有するいわ
ゆる界面活性剤の一種で、親水基を有しながらも水に対する溶解性が小さく、感光性着色
組成物に添加した場合、その表面張力低下能が低いという特徴を有し、さらに表面張力低
下能が低いにも拘らずガラス板への濡れ性が良好なものが有用であり、泡立ちによる塗膜
の欠陥が出現しない添加量において十分に帯電性を抑止できるものが好ましく使用できる
。このような好ましい特性を有するレベリング剤として、ポリアルキレンオキサイド単位
を有するジメチルポリシロキサンが好ましく使用できる。ポリアルキレンオキサイド単位
としては、ポリエチレンオキサイド単位、ポリプロピレンオキサイド単位があり、ジメチ
ルポリシロキサンは、ポリエチレンオキサイド単位とポリプロピレンオキサイド単位とを
共に有していてもよい。
【００７１】
　また、ポリアルキレンオキサイド単位のジメチルポリシロキサンとの結合形態は、ポリ
アルキレンオキサイド単位がジメチルポリシロキサンの繰り返し単位中に結合したペンダ
ント型、ジメチルポリシロキサンの末端に結合した末端変性型、ジメチルポリシロキサン
と交互に繰り返し結合した直鎖状のブロックコポリマー型のいずれであってもよい。ポリ
アルキレンオキサイド単位を有するジメチルポリシロキサンは、東レ・ダウコーニング株
式会社から市販されており、例えば、ＦＺ－２１１０、ＦＺ－２１２２、ＦＺ－２１３０
、ＦＺ－２１６６、ＦＺ－２１９１、ＦＺ－２２０３、ＦＺ－２２０７が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【００７２】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、または両性の界面活性剤を
補助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない
。
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどが挙げら
れる。
【００７３】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。レベリング剤に補助的に加え
るノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
、ポリエチレングリコールモノラウレートなどの；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン
などのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤、また、フッ素系
やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
【００７４】
＜アミン系化合物＞
また、本発明の着色組成物には、溶存している酸素を還元する働きのあるアミン系化合物
を含有させることができる。
このようなアミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン
、トリイソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミ
ノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミ
ノエチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、及びＮ，Ｎ－ジメチルパラ
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トルイジン等が挙げられる。
【００７５】
＜硬化剤、硬化促進剤＞
　また本発明の着色組成物には、熱硬化性化合物の硬化を補助するため、必要に応じて、
硬化剤、硬化促進剤などを含んでいてもよい。硬化剤としては、フェノール系樹脂、アミ
ン系化合物、酸無水物、活性エステル、カルボン酸系化合物、スルホン酸系化合物などが
有効であるが、特にこれらに限定されるものではなく、熱硬化性樹脂と反応し得るもので
あれば、いずれの硬化剤を使用してもよい。また、これらの中でも、１分子内に２個以上
のフェノール性水酸基を有する化合物、アミン系硬化剤が好ましく挙げられる。上記硬化
促進剤としては、例えば、アミン化合物（例えば、ジシアンジアミド、ベンジルジメチル
アミン、４－（ジメチルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メトキシ－Ｎ
，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン等）、４
級アンモニウム塩化合物（例えば、トリエチルベンジルアンモニウムクロリド等）、ブロ
ックイソシアネート化合物（例えば、ジメチルアミン等）、イミダゾール誘導体二環式ア
ミジン化合物およびその塩（例えば、イミダゾール、２－メチルイミダゾール、２－エチ
ルイミダゾール、２－エチル－４－メチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール、４
－フェニルイミダゾール、１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾール、１－（２－シ
アノエチル）－２－エチル－４－メチルイミダゾール等）、リン化合物（例えば、トリフ
ェニルホスフィン等）、グアナミン化合物（例えば、メラミン、グアナミン、アセトグア
ナミン、ベンゾグアナミン等）、Ｓ－トリアジン誘導体（例えば、２，４－ジアミノ－６
－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－２，４－ジアミノ－Ｓ－
トリアジン、２－ビニル－４，６－ジアミノ－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付加物、
２，４－ジアミノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸
付加物等）などを用いることができる。これらは１種単独で使用してもよく、２種以上を
併用してもよい。上記硬化促進剤の含有量としては、熱硬化性樹脂１００重量部に対し、
０．０１～１５重量部が好ましい。
【００７６】
＜その他の添加剤成分＞
　本発明の着色組成物には、経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有させること
ができる。また、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着向上
剤を含有させることもできる。
【００７７】
　貯蔵安定剤としては、例えば、ベンジルトリメチルクロライド、ジエチルヒドロキシア
ミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸およびそのメチル
エーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホスフィン、テトラフェニルフォス
フィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。貯蔵安定剤は、着色剤１００
重量部に対し、０．１～１０重量部の量で用いることができる。
【００７８】
　密着向上剤としては、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニルエトキシ
シラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシクロヘキシ
ル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリメ
トキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β
－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシ
シラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β（ア
ミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミ
ノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－ア
ミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン類、γ－メ
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ルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等の
チオシラン類等のシランカップリング剤が挙げられる。密着向上剤は、着色組成物中の着
色剤１００重量部に対して、０．０１～１０重量部、好ましくは０．０５～５重量部の量
で用いることができる。
【００７９】
＜溶剤＞
本発明の着色組成物には、顔料（Ｄ）を充分に樹脂（Ｂ）や光重合性化合物（Ｃ）などの
色素担体中に分散させ、ガラス基板等の透明基板上に乾燥膜厚が０．２～１０μｍとなる
ように塗布してフィルタセグメントを形成することを容易にするために溶剤を含有させる
ことができる。溶剤としては、例えば１，２，３－トリクロロプロパン、１，３－ブタン
ジオール、１，３－ブチレングリコール、１，３－ブチレングリコールジアセテート、１
，４－ジオキサン、２－ヘプタノン、２－メチル－１，３－プロパンジオール、３，５，
５－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－オン、３，３，５－トリメチルシクロヘキサ
ノン、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１，３－ブタンジオール、３－メ
トキシ－３－メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－メチルブチルアセテート、３
－メトキシブタノール、３－メトキシブチルアセテート、４－ヘプタノン、ｍ－キシレン
、ｍ－ジエチルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ，
Ｎ－ジメチルホルムアミド、ｎ－ブチルアルコール、ｎ－ブチルベンゼン、ｎ－プロピル
アセテート、Ｎ－メチルピロリドン、ｏ－キシレン、ｏ－クロロトルエン、ｏ－ジエチル
ベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、ｐ－クロロトルエン、ｐ－ジエチルベンゼン、ｓｅｃ
－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ―ブチロラクトン、イソブチルアルコ
ール、イソホロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールジブチル
エーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリコールモノエチ
ルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモ
ノターシャリーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリ
コールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチ
レングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン、ジエチレングリコー
ルジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールモ
ノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチ
レングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノール、シクロヘキサノー
ルアセテート、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチルエーテル、ジプロピ
レングリコールメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル
、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピルエ
ーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセトンアルコール、トリア
セチン、トリプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノ
メチルエーテル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコールフェニルエ
ーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオネー
ト、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロヘキサノール、酢酸ｎ
－アミル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢酸プロピル、二塩基酸
エステル等が挙げられ、これらを単独でもしくは混合して用いる。
【００８０】
溶剤は、着色組成物中の顔料（Ｄ）１００重量部に対して、１００～１００００重量部、
好ましくは５００～５０００重量部の量で用いることができる。
【００８１】
＜その他の成分＞
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本発明の着色組成物には、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の
密着向上剤を含有させることができる。
シランカップリング剤としては、例えばビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、
ビニルエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロ
キシプロピルトリメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキ
シシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル
）メチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエト
キシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－
グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラ
ン等のエポキシシラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエ
チル）γ－アミノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシ
シラン、γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルト
リメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシ
ラン類、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエト
キシシラン等のチオシラン類等が挙げられる。
【００８２】
シランカップリング剤は、着色組成物中の顔料（Ｄ）１００重量部に対して、０．０１～
１０重量部、好ましくは０．０５～５重量部の量で用いることができる。
【００８３】
また、本発明の着色組成物には、溶存している酸素を還元する働きのあるアミン系化合物
を含有させることができる。
このようなアミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン
、トリイソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミ
ノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミ
ノエチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトル
イジン等が挙げられる。
【００８４】
＜感光性着色組成物の製法＞
本発明の着色組成物は、溶剤現像型あるいはアルカリ現像型着色レジスト材の形態で調製
することができる。着色レジスト材は、顔料（Ｄ）を樹脂（Ｂ）などの色素担体および／
または溶剤中に三本ロールミル、二本ロールミル、サンドミル、ニーダー、アトライター
等の各種分散手段を用いて微細に分散して顔料分散体を製造し、該顔料分散体に光重合開
始剤（Ａ）、樹脂（Ｂ）、光重合性化合物（Ｃ）、場合によってはその他の光重合開始剤
（Ｙ）、増感剤（Ｅ）、多官能チオール（Ｆ）、紫外線吸収剤（Ｇ）、重合禁止剤（Ｈ）
、貯蔵安定剤（Ｊ）、溶剤、その他成分を混合攪拌して製造することができる。また、２
種以上の顔料を含む感光性着色組成物は、各顔料分散体を別々に色素担体および／または
溶剤中に微細に分散したものを混合し、さらに光重合開始剤（Ａ）や光重合性化合物（Ｃ
）等を混合攪拌して製造することができる。
【００８５】
顔料（Ｄ）を樹脂（Ｂ）および／または溶剤中に分散する際には、適宜、樹脂型顔料分散
剤、界面活性剤、顔料誘導体等の分散助剤を含有させることができる。分散助剤は、顔料
の分散に優れ、分散後の顔料の再凝集を防止する効果が大きいので、分散助剤を用いて顔
料を樹脂（Ｂ）および／または溶剤中に分散してなる感光性着色組成物を用いた場合には
、透明性に優れたカラーフィルタが得られる。
【００８６】
分散助剤は、顔料（Ｄ）１００重量部に対して、０．１～４０重量部、好ましくは０．１
～３０重量部の量で用いることができる。
【００８７】
樹脂型顔料分散剤としては、顔料に吸着する性質を有する顔料親和性部位と、色素担体と
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相溶性のある部位とを有し、顔料に吸着して顔料の色素担体への分散を安定化する働きを
するものである。樹脂型顔料分散剤として具体的には、ポリウレタン、ポリアクリレート
などのポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸（
部分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、ポ
リシロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカルボン酸エステルや
、これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポリ
エステルとの反応により形成されたアミドやその塩などの油性分散剤、（メタ）アクリル
酸－スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、ス
チレン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドンなどの水溶
性樹脂や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系、エチレンオキ
サイド／プロピレンオキサイド付加化合物、燐酸エステル系等が用いられ、これらは単独
でまたは２種以上を混合して用いることができる。
【００８８】
市販の樹脂型分散剤としては、ビックケミー・ジャパン社製のＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－１０
１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１６、１３０、１４０、１５４、１６
１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１７０、１７１、１７４、１８０、１８
１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２００１、２０２０、２０２
５、２０５０、２０７０、２０９５、２１５０、２１５５またはＡｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－
Ｕ、２０３、２０４、またはＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、２２０Ｓ、６９１９、また
はＬａｃｔｉｍｏｎ、Ｌａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳまたはＢｙｋｕｍｅｎ等、日本ルーブリゾ
ール社製のＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０００、１３０００、１３２４０、１３６
５０、１３９４０、１６０００、１７０００、１８０００、２００００、２１０００、２
４０００、２６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２０００、３２５００
、３２５５０、３３５００、３２６００、３４７５０、３５１００、３６６００、３８５
００、４１０００、４１０９０、５３０９５、５５０００、７６５００等、ＢＡＳＦ社製
のＥＦＫＡ－４６、４７、４８、４５２、４００８、４００９、４０１０、４０１５、４
０２０、４０４７、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０、４４００、４４０１、４
４０２、４４０３、４４０６、４４０８、４３００、４３１０、４３２０、４３３０、４
３４０、４５０、４５１、４５３、４５４０、４５５０、４５６０、４８００、５０１０
、５０６５、５０６６、５０７０、７５００、７５５４、１１０１、１２０、１５０、１
５０１、１５０２、１５０３、等、味の素ファインテクノ社製のアジスパーＰＡ１１１、
ＰＢ７１１、ＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８２４等が挙げられる。
【００８９】
界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンス
ルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリン
スルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル
硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニ
ウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナト
リウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモノエタノールアミン、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテルリン酸エステルなどのアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイ
ルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレートなどのノニオン性界
面活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物などのカオ
チン性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタインなどのアルキルベタイン、アル
キルイミダゾリンなどの両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独でまたは２種以上を混
合して用いることができる。
【００９０】
顔料誘導体とは、有機顔料に置換基を導入した化合物であり、有機顔料には、一般に顔料
とは呼ばれていないナフタレン系、アントラキノン系等の淡黄色の芳香族多環化合物も含
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まれる。顔料誘導体としては、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６２
０号公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公平５－
９４６９号公報等に記載されているものを使用でき、これらは単独でまたは２種類以上を
混合して用いることができる。
【００９１】
着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタ、メンブレンフィルタ等の手段にて、５μｍ以上
の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ましくは０．５μｍ以上の粗大
粒子および混入した塵の除去を行うことが好ましい。
【００９２】
＜カラーフィルタ＞
　次に、本発明のカラーフィルタについて説明する。
本発明のカラーフィルタは、支持体上に、本発明の固体撮像素子用着色組成物により形成
されてなる少なくとも１つのフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィ
ルタである。カラーフィルタは、少なくとも１つの赤色フィルタセグメントと、少なくと
も１つの緑色フィルタセグメントと、および少なくとも１つの青色フィルタセグメントと
を具備し、さらにマゼンタ色フィルタセグメント、シアン色フィルタセグメント、黄色フ
ィルタセグメント、またはその他のフィルタセグメントを具備するものであってもよく、
前記少なくとも１つのフィルタセグメントが、本発明の着色組成物から形成されてなるも
のである。
【００９３】
　本発明の固体撮像素子用着色組成物により形成されてなる少なくとも１つのフィルタセ
グメント以外のフィルタセグメントを有する場合には、通常の赤色着色組成物、緑色着色
組成物、または青色着色組成物等を用いて形成することができる。
【００９４】
＜カラーフィルタの製造方法＞
　以下、本発明のカラーフィルタについて、その製造方法（本発明のカラーフィルタの製
造方法）を通じて詳述する。
【００９５】
　本発明のカラーフィルタの製造方法は、本発明の固体撮像素子用着色組成物を基板上に
直接または他の層を介して塗布し（その後必要に応じて乾燥させて）、着色層を形成する
着色層形成工程と、前記着色層をマスクを通して（例えばパターン様に）露光する露光工
程と、露光後の着色層を現像してパターンを形成する現像工程とを設けて構成されている
。また、必要に応じて、パターンを加熱及び／又は露光により硬化する工程や、現像処理
された着色層にポストベーク処理を施すポストベーク工程を設けてもよい。これらの工程
を経ることで着色されたパターンを形成することができる。
【００９６】
　以上で説明した本発明の着色組成物は、ＣＣＤ等の固体撮像素子用カラーフィルタのパ
ターンを形成するために用いられるものであり、特に微細なパターンを形成するために有
効である。
　具体的には、パターン寸法２．５μｍ以下のパターンを形成するために有効であり、さ
らには、パターン寸法２．０μｍ以下のパターンを形成するために特に有効である。また
、パターンの膜厚としては、膜厚１．５μｍ以下のパターンを形成するために有効であり
、さらには、膜厚１．０μｍ以下のパターンを形成するために特に有効である。
【００９７】
　以下、本発明のカラーフィルタの製造方法について詳細に説明する。
　着色層形成工程は、着色組成物を基板上に回転塗布、流延塗布、ロール塗布、スリット
塗布等の塗布方法により塗布し、さらに必要に応じて乾燥させて、着色層を形成する。
　基板としては、例えばシリコン基板等や、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子等が挙げ
られる。また、基板上には必要により、基板上に設けられる層との密着改良、物質の拡散
防止、あるいは基板表面の平坦化のために、下塗り層を設けてもよい。
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【００９８】
　露光工程は、前記着色層形成工程において形成された着色層に、マスクを介して特定の
パターンを露光する。露光の際に使用される放射線としては、ｇ線、ｈ線、ｉ線等の紫外
線が好ましく用いられる。中でも、より微細なパターンを形成する観点から、ｉ線が特に
好ましい。
【００９９】
　現像工程は、露光された着色層をアルカリ現像液等で現像処理する。
　アルカリ現像液としては、本発明の着色光硬化性組成物の未露光部を溶解し、露光部（
放射線照射部）を溶解しないものであればいずれのものも用いることができる。具体的に
は、種々の有機溶剤の組合せやアルカリ性の水溶液を用いることができる。
　有機溶剤としては、既述の＜有機溶剤＞の項で説明した有機溶剤が挙げられる。
【０１００】
　前記アルカリ性の水溶液としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸
ナトリウム，硅酸ナトリウム、メタ硅酸ナトリウム、アンモニア水、エチルアミン、ジエ
チルアミン、ジメチルエタノールアミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、テト
ラエチルアンモニウムヒドロキシド、コリン、ピロール、ピペリジン、１，８－ジアザビ
シクロ－〔５．４．０〕－７－ウンデセン等のアルカリ性化合物を、濃度が０．００１～
１０質量％、好ましくは０．０１～１質量％となるように溶解したアルカリ性水溶液が挙
げられる。
　なお、アルカリ性水溶液からなる現像液を使用した場合は、一般に現像後に水で洗浄す
ることが好ましい。
【０１０１】
　アルカリ現像液は、アルカリ濃度を好ましくはｐＨ１１～１３、さらに好ましくはｐＨ
１１．５～１２．５となるように調整したアルカリ性水溶液を使用することが好ましい。
アルカリ濃度が前記範囲内であると、パターンの荒れや剥離をより効果的に抑制すること
ができ、残膜率をより向上させることができ、また、現像速度の低下や現像残渣の発生を
より効果的に抑制することができる。
　現像工程は、このようなアルカリ性水溶液からなる現像液により現像処理を行なうこと
が好ましい。現像方法には、例えば、ディップ法、スプレー法、パドル法等があり、温度
は１５～４０℃が好ましい。
【０１０２】
　本発明のカラーフィルタの製造方法では、現像後の塗布膜を充分に硬化させるために、
ポストベーク工程においてポストベーク処理が施されることが好ましい。ポストベーク工
程における加熱温度は、１００～３００℃が好ましく、１５０～２５０℃がさらに好まし
い。また、加熱時間は、２分間～１時間程度が好ましく、３分間～３０分間程度がさらに
好ましい。
【実施例】
【０１０３】
以下に、実施例により本発明を具体的に説明するが、本発明はその要旨を超えない限り以
下の実施例に限定されるものではない。なお、実施例および比較例中、「部」とは「重量
部」を意味する。
【０１０４】
まず、実施例に先立ち、実施例および比較例で用いたアクリル樹脂溶液、および顔料分散
体の製造方法について説明する。また、樹脂の分子量は、装置としてＨＬＣ－８２２０Ｇ
ＰＣ（東ソー株式会社製）を用い、カラムとしてＴＳＫ－ＧＥＬＳＵＰＥＲ ＨＺＭ－Ｎ
を２連でつなげて使用し、溶媒としてＴＨＦを用いて測定したポリスチレン換算の重量平
均分子量である。
【０１０５】
＜樹脂（Ｂ）の製造方法＞
（アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ）の製造方法）
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[バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）]
セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、撹拌装置を取り付けた反応
容器にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１００部を入れ、容器に窒素
ガスを注入しながら１２０℃に加熱して、同温度で滴下管よりスチレン５．２部、グリシ
ジルメタクリレート３５．５部、ジシクロペンタニルメタクリレート４１．０部、アゾビ
スイソブチロニトリル１．０部の混合物を２．５時間かけて滴下し重合反応を行った。
次にフラスコ内を空気置換し、アクリル酸１７．０部にトリスジメチルアミノメチルフェ
ノール０．３部、及びハイドロキノン０．３部を投入し、１２０℃で５時間反応を続け固
形分酸価＝０．８となったところで反応を終了し、重量平均分子量が約１２０００（ＧＰ
Ｃによる測定）の樹脂溶液を得た。
さらにテトラヒドロ無水フタル酸３０．４部、トリエチルアミン０．５部を加え１２０℃
で４時間反応させ、不揮発分が４０％になるようにプロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテートを添加してバインダー樹脂溶液（Ｂ－１）を得た。
【０１０６】
[バインダー樹脂溶液（Ｂ－２）]
バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）のジシクロペンタニルメタクリレートをジシクロペンテニ
ルメタクリレートにした以外はバインダー樹脂溶液（Ｂ－１）と同様の方法にて合成反応
を行い、バインダー樹脂溶液（Ｂ－２）を得た。重量平均分子量は１２５００であった。
【０１０７】
[バインダー樹脂溶液（Ｂ－３）]
温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラスコ
にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート３７０部を仕込み、８０℃に昇温
し、フラスコ内を窒素置換した後、滴下管より、パラクミルフェノールエチレンオキサイ
ド変性アクリレート（東亜合成社製アロニックスＭ１１０）１８部、ベンジルメタクリレ
ート１０部、グリシジルメタクリレート１８．２部、メタクリル酸メチル２５部、及び２
，２’－アゾビスイソブチロニトリル２．０部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下
後、更に１００℃で３時間反応させた後、アゾビスイソブチロニトリル１．０部をシクロ
ヘキサノン５０部で溶解させたものを添加し、更に１００℃で１時間反応を続けた。次に
、容器内を空気置換に替え、アクリル酸９．３部（グリシジル基の当量）にトリスジメチ
ルアミノフェノール０．５部及びハイドロキノン０．１部を上記容器内に投入し、１２０
℃で６時間反応を続け固形分酸価０．５となったところで反応を終了し、アクリル樹脂の
溶液を得た。更に、引き続きテトラヒドロ無水フタル酸１９．５部（生成した水酸基の当
量）、トリエチルアミン０．５部を加え１２０℃で３．５時間反応させアクリル樹脂の溶
液を得た。
室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して
不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにプロピレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテートを添加して、バインダー樹脂溶液（Ｂ－３）
を得た。重量平均分子量（Ｍｗ）は１９０００であった。
【０１０８】
（アルカリ可溶性非感光性樹脂溶液の製造方法）
[バインダー樹脂溶液（Ｂ－４）]
温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラスコ
に、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート７０．０部を仕込み、８０℃に
昇温し、反応容器内を窒素置換した後、滴下管よりｎ－ブチルメタクリレート１３．３部
、２－ヒドロキシエチルメタクリレート４．６部、メタクリル酸４．３部、パラクミルフ
ェノールエチレンオキサイド変性アクリレート（東亞合成株式会社社製「アロニックスＭ
１１０」）７．４部、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル０．４部の混合を２時間か
けて滴下した。滴下終了後、更に３時間反応を継続し、固形分３０重量％、重量平均分子
量２６０００のアクリル樹脂の溶液を得た。
室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して
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不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにプロピレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテートを添加してバインダー樹脂溶液（Ｂ－４）を
得た。
【０１０９】
＜酸基を有する多官能モノマーの作製＞
（酸基含有多官能モノマー（Ｃ１－１））
　１Ｌ容の四つ口フラスコ内に、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート５７８部、
メルカプト酢酸２０部、Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン０．５部、及び４－メトキシフ
ェノール０．６部を仕込み、５０～６０℃の温度で６時間反応を行い、酸基含有多官能単
量体を含む多官能モノマー（Ｃ１－１）を得た。この酸価は２０であり、ゲルパーミュエ
ーションクロマトグラフィーにより、酸基含有多官能モノマーの含有量は、面積換算で２
５％であった。また、酸基含有多官能性モノマー（Ｃ１－１）の酸価は、２０ＫＯＨ－ｍ
ｇ／ｇ、二重結合当量は１２８であった。
【０１１０】
（酸基含有多官能モノマー（Ｃ１－２））
　１Ｌ容の四つ口フラスコ内に、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート５１５部、
テトラヒドロ無水フタル酸５０部、及びＮ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン０．５部を仕込
み、８０～１００℃の温度で１０時間反応を行い、酸基含有多官能単量体を含む多官能モ
ノマー（Ｃ１－２）を得た。その酸価は３８であり、ゲルパーミュエーションクロマトグ
ラフィーにより、酸基含有多官能単量体の含有量は、面積換算で４０％であった。また酸
基含有多官能モノマー（Ｃ１－２）の酸価は、３８ＫＯＨ－ｍｇ／ｇ、二重結合当量は１
３５であった。
【０１１１】
＜顔料分散体の製造方法＞
［赤色顔料分散体の調製］
下記の組成の混合物を均一に撹拌混合した後、直径１ｍｍのジルコニアビーズを用いて、
アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０  ＭＫＩＩ」）で５時間分
散した後、５μｍのフィルタで濾過し赤色顔料分散体Ｐ－Ｒを作製した。
ジケトピロロピロール系顔料（C.I.Pigment Red 254）： ６．８２部
（ＢＡＳＦ社製「イルガフォーレッドＢ－ＣＦ」）
アントラキノン系顔料（C.I. Pigment Red 177）： １．０８部
（ＢＡＳＦ社製「クロモフタールレッドＡ２Ｂ」）
ニッケルアゾ錯体系顔料（C.I. Pigment Yellow 150）： ０．８８部
（ランクセス社製「Ｅ４ＧＮ」）
樹脂型顔料分散剤 ：１．７４部
（日本ルーブリゾール社製「ソルスパース２００００」）
ジケトピロロピロール系顔料誘導体： ２．０５部
【化４】

バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）：５．８３部
シクロヘキサノン： ８１．６０部
【０１１２】
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［緑色顔料分散体１の調製］
下記の組成の混合物を使用し、赤色顔料分散体と同様にして緑色顔料分散体Ｐ－Ｇ１を作
製した。
フタロシアニン系緑色顔料（C.I. Pigment Green 36）： ８．９３部
（トーヨーカラー株式会社製「リオノールグリーン６ＹＫ」）
モノアゾ系顔料（C.I. Pigment Yellow 150）： ２．７４部
（ランクセス社製「Ｅ４ＧＮ」）
樹脂型顔料分散剤： ２．８０部
（日本ルーブリゾール社製「ソルスパース２００００」）
バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）： ５．５３部
シクロヘキサノン： ８０．００部
【０１１３】
［緑色顔料分散体２の調製］
下記の組成の混合物を使用し、赤色顔料分散体と同様にして緑色顔料分散体Ｐ－Ｇ２を作
製した。
フタロシアニン系緑色顔料（C.I. Pigment Green 58）： ８．９３部
（ＤＩＣ社製「ＦＡＳＴＯＧＥＮ ＧＲＥＥＮ 　Ａ１１０」）
モノアゾ系黄色顔料（C.I. Pigment Yellow 150）： ２．７４部
（ランクセス社製「Ｅ４ＧＮ」）
樹脂型顔料分散剤： ２．８０部
（日本ルーブリゾール社製「ソルスパース２００００」）
バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）： ５．５３部
シクロヘキサノン： ８０．００部
【０１１４】
［青色顔料分散体の調製］
下記の組成の混合物を使用し、赤色顔料分散体と同様にして青色顔料分散体Ｐ－Ｂを作製
した。
ε型銅フタロシアニン顔料（C.I.Pigment Blue15:6）： １２．８８部
（トーヨーカラー株式会社製「ＬＩＯＮＯＬ　ＢＬＵＥ　ＥＳ」）
樹脂型顔料分散剤： ５．６２部
（日本ルーブリゾール社製「ソルスパース２００００」）
バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）：１．５０部
シクロヘキサノン： ８０．００部
【０１１５】
［実施例１］
下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、１．０μmのフィルタで濾過して、実
施例１の赤色感光性着色組成物を得た。
 
顔料分散体（Ｐ－Ｒ）                                    ：４１．９２部
樹脂（Ｂ－４）　　          　                   　　　　：２４．８５部
光重合開始剤（Ａ１）        　　　　　　　       　　　　　　　　：　０．５２部
光重合性化合物（Ｃ１－１）　　　　 　　　　　　　　　　　　：　１．７４部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート        ：３０．９７部
【０１１６】
［実施例２～３８、比較例１～８］
表１～６の組成に変更する以外は、実施例１と同様に、実施例２～実施例３８、比較例１
～８を得た。
【０１１７】
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【表１】

【０１１８】
【表２】

 
【０１１９】

【表３】

 
【０１２０】
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【表４】

【０１２１】
【表５】

 
【０１２２】
【表６】

【０１２３】
表１～６中の略語について以下に示す。
光重合開始剤Ａ１：下記式（２）の構造の化合物
式（２）
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【化５】

光重合開始剤Ｙ１：２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリ
ノプロパン－１－オン
（ＢＡＳＦ社製「イルガキュア９０７」）
光重合開始剤Ｙ２：２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メチルフェニル）メチル］－
１－［４－（４－モルホリニル）フェニル］－１－ブタノン
（ＢＡＳＦ社製「イルガキュア３７９」）
【０１２４】
＜酸基含有多官能性モノマー（Ｃ１）＞
・酸基を有する多官能性モノマー（Ｃ１－３）：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレ
ートとジペンタエリスリトールペンタアクリレートの混合物とジペンタエリスリトールペ
ンタアクリレートのコハク酸誘導体の混合物：ＴＯ－１３８２（東亞合成（株）製、酸価
：２９、二重結合当量１２５）
＜酸基を有さない多官能性モノマー＞
・酸基を有さない多官能モノマー（Ｃ２－１）：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレ
ート（東亞合成社製「アロニックス Ｍ－４０２」）
・酸基を有さない多官能モノマー（Ｃ２－２）：トリメチロールプロパントリアクリレー
ト（新中村化学社製「ＮＫエステルＡＴＭＰＴ」）
・酸基を有さない多官能モノマー（Ｃ２－３）：トリメチロールプロパンＥＯ変性トリア
クリレート（東亜合成社製「アロニックスＭ－３５０」）
【０１２５】
得られた着色組成物について下記の方法で評価した。結果を表７に示す。
［塗膜作製］
６インチシリコンウエハ上に、平坦化膜用レジスト液（ＨＬ-１８ｓ：新日鐵化学社製）
をスピンコート法により塗布し、プリベイクとして、１００℃のホットプレートで６分加
熱処理した。更に、２３０℃のオーブンにて１時間処理して、塗布膜を硬化させて１．０
μｍの平坦化膜を形成し、平坦化膜付きウエハを得た。次いで、得られた着色組成物を平
坦化膜付シリコンウエハ上に、スピンコーターで塗布し、プリベイクとして、１００℃の
ホットプレートで１分加熱処理した。次いで、ｉ線ステッパー露光装置ＦＰＡ－３０００
ｉ５＋（Ｃａｎｏｎ（株）製）を使用して、３６５ｎｍの波長で１．０μｍ四方の画素と
線幅１００μｍの細線を形成するためのフォトマスクを通して露光量１０００～５０００
Ｊ／ｍ2にてパターン露光を行った。露光後の塗膜を有機アルカリ現像液で１分、パドル
現像を行った。パドル現像後、２０秒スピンシャワーにて純水でリンスを行い、さらに純
粋にて２０秒間水洗を行った。次いで、２３０℃のホットプレートを用いて３００秒間加
熱して塗膜を作製した。ホットプレートによる加熱後の膜厚を０．８μｍになるように調
整した。
塗膜の膜厚は、線幅１００μｍの細線パターン部をＤｅｋｔａｋ ３０３０（日本真空技
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【０１２６】
［感度評価］
上記方法で形成された塗膜の１．０μｍ四方の画素パタ－ンの密着性を走査型電子顕微鏡
（日立ハイテク社製「Ｓ－３０００Ｎ」）を用いて観察し、画素パターンの剥がれが発生
する最小露光量を評価した。最小露光量が小さい程、高感度で良好な着色組成物となる。
評価のランクは次の通りである。
○：１５００Ｊ／ｍ2未満
△：１５００Ｊ／ｍ2以上２０００Ｊ／ｍ2未満
×：２０００Ｊ／ｍ2以上
【０１２７】
［直線性評価］
上記方法で形成された塗膜の１．０μｍ四方の画素パタ－ンについて、走査型電子顕微鏡
（日立ハイテク社製「Ｓ－３０００Ｎ」）を用いて観察して評価を行った。評価のランク
は次の通りである。
○：直線性良好
△：部分的に直線性不良
×：直線性不良
【０１２８】
［解像性評価］
上記方法で形成された塗膜の２０００～４０００Ｊ／ｍ2における１．０μｍ四方の画素
パタ－ンについて、走査型電子顕微鏡（日立ハイテク社製「Ｓ－３０００Ｎ」）を用いて
観察して評価を行った。評価のランクは次の通りである。
○：１．１μｍ未満の画素を形成できる
△：１．１μｍ以上、１．３μｍ未満の画素を形成できる
×：１．３μｍ以上の画素が形成される
【０１２９】
［現像残渣評価］
　パドル現像で未露光部を洗い流した後、現像された平坦化膜表面を走査型電子顕微鏡（
日立ハイテク社製「Ｓ－３０００Ｎ」）を用いて観察して評価を行った。
　○：残渣無し
×：残渣有り
【０１３０】
［溶剤耐性評価］
上記方法で形成された塗膜上にスピンコート法によりプロピレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテートを塗工し、プリベイクとして、７０℃のホットプレートで１分加熱処理
して溶剤を除去した後の塗膜の膜厚をＤｅｋｔａｋ ３０３０（日本真空技術社製）を用
いて測定し、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート塗工前の膜厚と比較し
た。評価のランクは次の通りである。
○：膜厚差５％以内
△：膜厚差５％より大きく、１０％以内
×：膜厚差が１０％より大きい
【０１３１】
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【表７】

【０１３２】
表７に示すように、実施例１～３９の着色組成物を用いて形成されたフィルタセグメント
は、いずれも感度、直線性、パターン形状、解像度、現像性、溶剤耐性が良好であった。
【０１３３】
さらに、樹脂（Ｂ）として、アルカリ可溶性感光性樹脂を用いた実施例６～１４、２０～
２２、２８～３１、３７～３９の着色組成物は、感度および溶剤耐性により優れた特性を
示した。
【０１３４】
また、さらに酸基含有多官能モノマーと酸基を有さない多官能モノマーを併用した実施例
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９～１４、２１、２２、２９、３０，３１、３８，３９の着色組成物は、よりパターン形
状および溶剤耐性に優れていた。
比較例１，３，５，７のように光重合開始剤Ａ１以外の光重合開始剤を用いた場合や、比
較例２，４，６，８のように酸基含有多官能モノマーを含む光重合性化合物（Ｃ）がない
場合は、パターン特性についての不良が発生し、全てが良好となるものは得られなかった
。
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